
も く じ

令
和
7
年
度
も
異
常
な
暑
さ
の
夏
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
今
年
は
例
年
と
は
異
な
る
梅
雨
の

入
り
や
明
け
の
動
向
を
示
し
、
各
地
で
水
不
足
が
深

刻
化
す
る
一
方
、
局
所
的
な
豪
雨
に
も
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
の
一
因
は
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
増
加
に
よ
る
地
球
温
暖
化
で
、
日
本
の

夏
（
6
～
8
月
）
の
平
均
気
温
も
年
平
均
気
温
も
、

世
界
平
均
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
早
い
速
度
で
上
が
っ
て

い
る
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
日
本
近
海
の
海
面
上
昇
も

世
界
平
均
水
温
上
昇
に
比
べ
て
約
2
倍
の
速
度
で

温
暖
化
し
て
い
る
こ
と
も
豪
雨
、
ま
た
冬
に
は
豪
雪

を
も
た
ら
す
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
の
頻
発
に
伴
い
、
自
然
災

害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
問
題
は
、

こ
れ
ま
で
は
「
異
常
」
で
あ
っ
た
気
象
が
「
普
通
」

の
時
代
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
地
域
に
お
い
て
も
そ
の
前
提
で
計
画
づ
く
り
や

取
組
の
推
進
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
つ
て
、
地
域
の
身
近
な
環
境
問
題
は
公
害
や
環

境
破
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
の
損
失
な
ど
の
地
球
規

模
の
問
題
に
も
地
域
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
必
要
性
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
背
景
に
は
、
我
々
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
の
在

り
方
自
体
が
起
因
し
て
い
る
た
め
に
、そ
の
対
策
は
、

社
会
・
経
済
面
で
も
一
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の

で
あ
り
、
そ
の
取
組
結
果
は
、
当
然
今
後
の
我
々
の

暮
ら
し
や
経
済
を
大
き
く
左
右
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
対
策
は
市
民
や
事
業
者

に
無
理
な
我
慢
や
不
利
益
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
し
、
暮
ら
し
や
経
済
活
動
を
環
境
共
生

型
に
変
え
、
そ
の
変
化
を
通
じ
、
高
い
生
活
の
質
を

実
現
す
る
と
い
う
、
全
関
与
者
の
メ
リ
ッ
ト
の
享
受

を
目
標
に
掲
げ
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
連
事
務
局
総
長
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ

ス
が
「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、
地
球
沸

騰
の
時
代
が
来
た
」
と
警
告
し
た
の
は
２
年
前
の

2
0
2
3
年
で
あ
っ
た
。
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け

や
す
い
一
次
産
業
を
多
く
有
す
る
町
村
ほ
ど
、
迫
り

く
る
危
機
を
強
く
感
じ
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
、
本
気
の
気
候
変
動
対
策
を

展
開
し
地
域
創
生
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と

今
、
東
京
都
の
あ
る
自
治
体
の
環
境
基
本
計
画
の
策

定
支
援
を
し
な
が
ら
、
強
く
思
っ
て
い
る
。
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可憐な白い蕎麦の花の絨毯（福島県下
しも

郷
ごう

町
まち

）〔写真提供：下郷町〕

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

「日本一のそば畑」とも呼ばれ、
栽培に適した土地で良質のそば
が生産される下郷町・猿楽台地。
面積約 23haの畑は、見渡す限り
小さな白い花に包まれる。昼間
は緑と白のコントラストが美し
く、夜には満天の星空が頭上を
覆う。毎年多くの観光客やカメ
ラマンを魅了する景色が広がる。

環
境
の
激
変
に
地
域
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
べ
き
か事業

構
想
大
学
院
大
学
教
授

重し
げ

藤と
う 

さ
わ
子こ

活

動

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

岩
田
副
会
長
・
会
長
代
行
と
井
上
財
政
委
員
長
が
『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」
廃
止
に

関
す
る
緊
急
提
言
』
に
つ
い
て
要
請
活
動
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
に
す
る
ぜ
よ
！
宣
言
し
た
越
知
町
の
取
組
＝
高
知
県
越
知
町
�
�
�
�
�
�
⑶

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

温
故
知
新
と
幼
き
記
憶
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
広
島
県
大
崎
上
島
町
長　

谷
川　

正
芳
…
⑽
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活　動

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

　

岩
田
副
会
長
・
会
長
代
行（
千

葉
県
東
庄
町
長
）
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
六
団
体
等
の
代
表
者

は
９
月
３
日
に
、立
憲
民
主
党
、

日
本
維
新
の
会
、
日
本
共
産
党

に
対
し
、『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ

リ
ン
の
暫
定
税
率
」
廃
止
に
関

す
る
緊
急
提
言
』
に
つ
い
て
要

請
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
井

上
財
政
委
員
長
（
埼
玉
県
毛
呂

山
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
等
の
代
表
者
は
９
月

４
日
に
、国
民
民
主
党
に
対
し
、

３
日
と
同
様
に
要
請
活
動
を

行
っ
た
。

　

緊
急
提
言
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」
の

廃
止
に
つ
い
て
、
地
方
へ
の
影

響
等
を
十
分
に
考
慮
し
、
地
方

の
税
収
に
対
し
て
は
代
替
と
な

る
恒
久
財
源
を
措
置
す
る
な

ど
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
を
前
提
に
、
責
任
あ
る

議
論
を
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

　
※�

緊
急
提
言
は
、
全
国
町
村
会

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（https://

w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

地方六団体地方六団体

岩田副会長・会長代行と井上財政委員長が岩田副会長・会長代行と井上財政委員長が
『いわゆる「ガソリンの暫定税率」廃止に『いわゆる「ガソリンの暫定税率」廃止に
関する緊急提言』について要請活動関する緊急提言』について要請活動

■日本共産党 

▲�辰巳衆議院国会対策副委員長（中央）と山添政策委員
長（左から３人目）に要請する岩田副会長・会長代行
（右から２人目）

■立憲民主党 

▲�重徳政務調査会長（中央）に要請する岩田副会長・会
長代行（右端）

▲�浜口政務調査会長（左から３人目）に要請する井上財
政委員長（右から２人目）

■国民民主党 

▲�斎藤政務調査会長（中央）に要請する岩田副会長・会
長代行（左から２人目）

■日本維新の会 
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１
．
越
知
町
の
概
要

越
知
町
は
、
高
知
市
の
西
方
約
32
㎞
に
あ

り
、
高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
仁
淀
川
の
中
流

域
に
位
置
し
、
地
域
特
性
は
山
間
か
ら
中
山

間
地
域
へ
移
行
す
る
地
域
で
あ
る
。
町
域
は

東
西
15
・
2
㎞
、
南
北
16
・
6
㎞
で
、
西
南

か
ら
東
北
に
か
け
て
長
く
伸
び
た
形
を
し
て

お
り
、
総
面
積
は
１
１
１
・
95
㎢
の
広
さ
を

有
し
て
い
る
。

地
形
は
、
町
域
の
大
部
分
を
占
め
る
山
地

と
中
央
東
部
に
位
置
す
る
越
知
盆
地
よ
り

な
っ
て
お
り
、
仁
淀
川
町
と
の
境
界
に
あ
る

１
、
０
７
３
ｍ
の
禿
山
を
頂
点
に
し
て
、
８

０
０
～
1
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
岳
で
構
成
さ

れ
る
西
部
山
地
か
ら
東
部
へ
向
け
て
全
体
に

傾
斜
し
て
い
る
。

河
川
は
、
町
域
全
体
の
西
部
か
ら
東
部
へ

の
傾
斜
に
沿
っ
て
、
町
域
中
央
部
を
仁
淀
川

が
流
下
し
て
お
り
、
市
街
地
付
近
で
仁
淀
川

が
大
き
く
湾
曲
す
る
部
分
で
柳
瀬
川
、
坂
折

川
が
合
流
し
て
い
る
。
こ
の
合
流
部
分
で
本

町
唯
一
の
盆
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

地
質
は
、
西
南
日
本
外
帯
の
秩
父
累
帯
に

位
置
し
、
横
倉
山
周
辺
は
実
に
４
億
年
以
上

前
の
日
本
で
も
古
い
部
類
の
地
層
で
あ
る
。

本
町
は
、
明
治
11
年
、
越
知
村
と
し
て
誕

生
し
、
明
治
33
年
、
町
制
を
敷
き
、
以
来
高

吾
北
地
域
の
主
要
地
、
予
土
線
交
流
の
要
衝

と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

２
．�

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
に�

す
る
ぜ
よ
！
宣
言
に
つ
い
て

町
長
就
任
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
お
い

て
、
平
成
30
年
６
月
議
会
で
の
所
信
表
明
の

中
で
、公
約
と
し
て
「
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
」

を
掲
げ
た
。
本
町
は
横
倉
山
や
仁
淀
川
な
ど

の
豊
か
な
自
然
が
多
く
あ
り
、
そ
の
資
源
を

活
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
し
、
多

▲横倉山と仁淀川

高知県

越知町

越お

ち知
町ち

ょ
う

高
知
県

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
に
す
る
ぜ
よ
！

宣
言
し
た
越
知
町
の
取
組
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世
代
で
自
然
に
触
れ
「
遊
び
」「
学
び
」「
楽

し
み
」
を
通
し
て
、
人
間
が
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
「
五
感
」「
感
性
」
等
の
「
本
来
の
人

間
力
」
を
取
り
戻
し
な
が
ら
「
心
豊
か
な
生

活
」
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
、『
ア
ウ
ト
ド

ア
な
ま
ち
』
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
宮
の
前
公
園
を
は
じ
め
多
数

の
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
、
仁
淀
川
を
活
か
し

た
カ
ヌ
ー
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
充
実
、

横
倉
山
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
事
業
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
、
ま
ち
歩
き
に
必
要
な
ま
ち
小

屋
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
農
業
体
験
や
漁
業
体
験
の
活
性

化
、
植
林
の
広
葉
樹
化
、
野
外
で
の
防
災
教

室
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

３
．
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
の
共
同
事
業

第
５
次
越
知
町
総
合
振
興
計
画
に
定
め
ら

れ
た
施
策
の
大
綱
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
」
を
推
進
す
る

た
め
、
情
報
発
信
機
能
と
物
販
機
能
を
持
っ

た
「
観
光
物
産
館
お
ち
駅
」
を
拠
点
に
、
本

町
に
お
け
る
観
光
振
興
と
物
販
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

素
材
を
組
み
合
わ
せ
た
交
流
・
体
験
型
観
光

の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
や
地
場
産
品
な
ど
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、
観
光
お

よ
び
物
販
に
よ
る
外
貨
の
獲
得
に
つ
な
げ
て

き
た
。
観
光
協
会
の
事
業
で
あ
る
カ
ヌ
ー
や

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
「
仁
淀
ブ
ル
ー
」
効
果
も

あ
り
、
知
名
度
は
あ
が
っ
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
町
は
宿
泊
施
設
が
少
な
く
、
滞

在
型
観
光
の
分
野
で
は
弱
み
が
多
い
こ
と
か

ら
、
本
町
の
自
然
の
魅
力
で
あ
る
山
（
横
倉

山
）
と
川
（
仁
淀
川
）
で
の
体
験
型
観
光
と

合
わ
せ
て
滞
在
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

観
光
客
の
満
足
度
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
た
。

こ
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
平

成
27
年
11
月
、
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ

る
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
に
監
修
を
委
託

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
平
成
30
年
４
月
に
、「
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
お
ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
」
を
オ
ー
プ
ン
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
は
四
国
初
で
あ
り
、
仁
淀
川

に
面
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、
本
町
ゆ
か
り

▲アウトドアなまちにするぜよ！宣言

▲スノーピークかわの駅おち

宣言内容
「自然回帰」もともとの人間の暮らしは自然との共存であったが、いつしか次第にそこを脱し、都市的な生活を

築いてきた結果、その過程で自然や歴史的資源、文化などの古き良きものが失われてきた。
それらを取り戻すべく、自然に近い生活を再び求めようとすることが「自然回帰」ではないか。対極に向かった

過程・経験・歴史があるからこそ「回帰」がある。
そこで越知町は、今なお、残る山・川・里などの豊かな自然を活かした環境整備を推進し、多世代で自然に触れ

「遊び」「学び」「楽しみ」を通して、人間が持ち合わせている「五感」「感性」などの「本来の人間力」を取り戻し
ながら「心豊かな生活」を営むことができる、『アウトドアなまち』を目指すことを宣言する。

平成30年10月27日
 	 　高知県越知町
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の
木
々
が
程
よ
く
木
漏
れ
陽
を
作
る
美
し
い

芝
生
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
30
区
画

と
、
隈
研
吾
氏
デ
ザ
イ
ン
の
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ

ス
「
住
箱
」 

を
10
棟
設
置
し
た
宿
泊
棟
を
展

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
仁
淀
川
を
感
じ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
令
和
元
年
６
月
に
は
、
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
な
ど
で
親
し
ま
れ
る
宮
の
前
公
園
に

「
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
か
わ
の
駅
お
ち
」
を
オ
ー

プ
ン
。
地
域
の
物
産
品
を
中
心
と
し
た
販

売
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
、
旅
を
含
め

た
来
訪
者
へ
向
け
た
宿
泊
拠
点
と
し
て
、
こ

ち
ら
で
も
「
住
箱
」
を
展
開
し
「
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
お
ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
」
と
２
拠
点
に
て
、
本
町
の
豊
か
な
自
然

や
景
観
、
そ
し
て
野
遊
び
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
。

今
後
も
全
国
か
ら
人
が
呼
べ
る
満
足
度
の

高
い
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
経
済
波
及
効
果
や
雇
用
拡
大
、
地
元

と
の
交
流
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
等
、地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

４
．
仁
淀
ブ
ル
ー
に
つ
い
て

高
知
県
の
ほ
ぼ
中
心
を
流
れ
る
仁
淀
川

は
、
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
に
源
を
発

し
、
１
２
４
㎞
に
わ
た
っ
て
土
佐
湾
に
流
れ

着
く
、
四
国
３
大
河
川
の
一
つ
で
あ
り
、
国

土
交
通
省
が
発
表
す
る
「
水
質
が
最
も
良
好

な
河
川
」
に
、
令
和
７
年
時
点
、
９
回
選
ば

れ
て
い
る
。

リ
ゾ
ー
ト
地
の
海
辺
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

透
明
度
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
と
も
タ
ー

コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
青
の
美

し
さ
を
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
の
高
橋

宣
之
氏
が
「
仁
淀
ブ
ル
ー
」
と
呼
び
始
め
、

そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

な
ぜ
青
く
見
え
る
の
か
？
さ
ま
ざ
ま
な
説

が
あ
り
、
こ
れ
は
、
水
中
の
不
純
物
が
少
な

く
、
青
い
光
を
強
く
反
射
す
る
た
め
で
あ

る
。
ま
た
、
仁
淀
川
は
、
流
れ
が
速
く
、
水

温
が
低
い
た
め
、
不
純
物
が
少
な
い
状
態
を

保
ち
や
す
い
の
が
特
徴
で
も
あ
り
、
川
底
の

岩
石
が
青
み
が
か
っ
た
「
緑
色
片
岩
」
で
あ

る
こ
と
も
、
青
い
色
を
よ
り
鮮
や
か
に
見
せ

る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

「
仁
淀
ブ
ル
ー
」
と
は
特
定
の
場
所
の
こ

と
を
指
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
川
の
き
れ
い
さ

を
表
現
し
た
仁
淀
川
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

仁
淀
川
の
魅
力
は
、
透
明
度
の
高
さ
だ
け

で
は
な
く
、
カ
ヌ
ー
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ア

ユ
釣
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く

あ
る
。

ま
た
、
川
の
要
所
に
は
、
増
水
の
際
に
水

に
沈
む
欄
干
の
な
い
沈
下
橋
が
数
多
く
あ

り
、高
知
を
代
表
す
る
風
景
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
は
、
仁
淀
川
本
流
に
３
カ
所
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
沈
下
橋
が
、
浅
尾
沈
下
橋
で
あ

り
、「
仁
淀
ブ
ル
ー
」
の
名
付
け
親
で
あ
る

高
橋
宣
之
氏
は
、「
仁
淀
川
流
域
に
お
け
る

▲スノーピークおち仁淀川キャンプフィールド▲ラフティング

▲住箱

▲仁淀ブルー
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絶
景
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、
原
始
の
森
横
倉

山
と
と
も
に
、
日
本
の
原
風
景
の
残
る
こ
こ

浅
尾
沈
下
橋
の
あ
る
鎌
井
田
地
区
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
浅
尾
沈
下
橋
は
、
映
画
の
ロ
ケ

地
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、「
竜
と
そ
ば
か
す

の
姫
」
の
舞
台
に
も
な
っ
て
お
り
、
現
在
で

も
た
く
さ
ん
の
方
が
聖
地
巡
礼
に
訪
れ
る
場

所
と
な
っ
て
い
る
。

５
．
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
人
口
は
、
4
、
７
４
４
人

（
令
和
７
年
７
月
１
日
時
点
）。
う
ち
34
歳
以

下
の
人
口
は
、
平
成
22
年
の
１
、
４
１
４
人

か
ら
令
和
５
年
の
間
で
５
３
０
人
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
20
歳
か
ら
34
歳
の
人
口
が
令

和
元
年
か
ら
令
和
５
年
の
間
で
毎
年
28
人
程

度
（
平
均
）
が
減
少
し
て
い
る
。
主
な
要
因

と
し
て
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
を
契
機
に
町

外
へ
と
転
出
す
る
若
者
が
多
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
婚
姻
件
数
は
、
平
成
22
年
に
は
23

組
で
あ
っ
た
が
、
令
和
５
年
で
は
11
組
と
12

組
減
少
し
て
い
る
。
出
生
件
数
は
、
平
成
22

年
の
38
人
か
ら
令
和
５
年
に
は
16
人
と
22
人

減
少
し
て
い
る
。
な
お
、
合
計
特
殊
出
生
率

に
つ
い
て
は
、
1
・
09
と
な
っ
て
い
る
。

移
住
数
の
実
績
は
、
増
加
傾
向
（
令
和
元

年
24
人
→
令
和
５
年
35
人
）
に
あ
り
、
令
和

５
年
に
寄
せ
ら
れ
た
移
住
相
談
の
う
ち
、
お

よ
そ
８
割
が
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ

た
。
空
き
家
バ
ン
ク
延
べ
登
録
数
は
、
令
和

元
年
は
63
件
か
ら
令
和
６
年
は
96
件
と
増
加

し
た
が
、
現
在
、
入
居
可
能
物
件
は
７
件
と

少
な
い
。

本
町
の
人
口
減
少
対
策
は
、
平
成
23
年
度

に
越
知
町
総
合
振
興
計
画
で
定
め
て
お
り
、

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
高
知
県
の
人

口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
、
新

た
な
取
組
を
開
始
し
た
。

一
つ
目
は
、
住
宅
取
得
支
援
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
町
内
外
の
子
育
て
世
帯
ま
た
は
若

者
夫
婦
世
帯
が
、
中
古
住
宅
を
除
却
し
、
そ

の
土
地
に
新
築
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
に
奨

励
金
を
支
給
。
あ
わ
せ
て
新
築
住
宅
建
設

後
、
新
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
必
要
と
な

る
費
用
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
応
援
金
を
支

給
し
、
町
外
か
ら
の
転
入
促
進
お
よ
び
町
外

へ
の
転
出
防
止
を
図
っ
て
い
く
。

二
つ
目
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

で
あ
る
。
建
て
替
え
の
難
し
い
空
き
家
や
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進
し
、
既
存
住
宅
の

長
寿
命
化
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
に
必
要
な

リ
フ
ォ
ー
ム
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
長
く

住
み
続
け
ら
れ
る
住
居
の
確
保
に
つ
な
げ
て

い
く
。

ほ
か
に
も
若
年
層
交
流
イ
ベ
ン
ト
支
援
事

業
と
し
て
、
若
者
が
町
内
で
開
催
す
る
同
窓

会
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
同
世
代
の
若
者
の

交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
若
者
に
対
し

て
、
町
の
移
住
支
援
策
等
各
種
施
策
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
出
会
い
」
の
場
の
創

出
に
加
え
て
、「
Ｕ
タ
ー
ン
」、「
定
住
促
進
」

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
結
婚
意
欲
の
あ
る
男

女
を
対
象
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、多
く
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、

婚
姻
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

６
．
ま
と
め

本
町
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
」
を
宣

▲仁淀ブルー▲浅尾沈下橋

▲浅尾沈下橋とラフティング

▲�人口減少対策（子育て・若者世帯の マイホーム取
得を支援します！）
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言
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
で
あ
る
、①
自
然
を
活
か
し
て「
遊
び
」「
学

び
」「
喜
び
」
を
創
造
す
る
②
自
然
を
通
し

て
「
生
き
抜
く
力
」「
い
た
わ
る
心
」
を
育

て
る
③
自
然
の
中
で
「
自
然
と
の
交
流
」「
多

世
代
間
交
流
」
を
深
め
る
と
設
定
し
、
本
町

ら
し
い
自
然
と
触
れ
合
い
、人
間
力
を
高
め
、

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
世
帯
が
魅
力
を
感
じ
る
町
に
な
る
こ

と
、
都
市
部
の
人
々
か
ら
移
住
先
と
し
て
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
都
会
に
な
い
自
然

の
豊
か
さ
や
人
と
の
絆
の
強
さ
と
い
っ
た
本

町
の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
や
す
い
、
住

ん
で
み
た
い
越
知
町
を
め
ざ
し
て
い
く
。

高
知
県
越
知
町
長　

小
田　

保
行

　

兵
庫
県
町
村
会
は
令
和
7
年
8
月
21
日

の
定
期
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出

し
た
。

（
10
月
1
日
就
任
）

兵
庫
県
町
村
会
長

神か
ん

崎ざ
き

郡
神か
み

河か
わ

町
長

山や
ま

名な

　
宗そ
う

悟ご

昭
和
34
年
１
月
20
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
昭
和
52
年
４
月
１
日
～
平
成
17
年
11
月

６
日
旧
大
河
内
町
職
員
▽
平
成
17
年
11
月

７
日
～
21
年
10
月
27
日
神
河
町
職
員
▽
平

成
21
年
11
月
27
日
神
河
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
21
年
11

月
27
日
～
令
和
３
年
７
月
26
日
兵
庫
県
町

村
会
理
事
▽
令
和
３
年
７
月
26
日
～
４
年

７
月
25
日
兵
庫
県
町
村
会
監
事
▽
令
和
４

年
７
月
25
日
～
７
年
９
月
30
日
兵
庫
県
町

村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
整
備

▽
道
の
駅「
銀
の
馬
車
道
・
神
河
」整
備
▽

公
立
神
崎
総
合
病
院
新
北
館
整
備
▽
神
河

町
図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園「
桜
空
」整
備

【
趣
味
】▽
音
楽
鑑
賞（
全
て
の
ジ
ャ
ン
ル
）

▽
年
１
回
矢
沢
永
吉
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

く
▽
ド
ラ
イ
ブ
▽
映
画
鑑
賞

【
家
族
】
妻
、
長
女
、
長
男
、
母

　

徳
島
県
町
村
会
は
令
和
７
年
８
月
20
日

の
定
例
会
議
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出

し
た
。

（
８
月
21
日
就
任
）

徳
島
県
町
村
会
長

板い
た

野の

郡
北き
た

島じ
ま

町
長

古ふ
る

川か
わ

　
保や
す

博ひ
ろ

昭
和
24
年
３
月
３
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
平
成
21
年
12
月
東
邦
テ
ナ
ッ
ク
ス（
株
）

（
旧
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
（
株
））
退
社
▽
平
成

７
年
４
月
北
島
町
議
会
議
員
（
３
期
連
続

当
選
後
退
任
）
▽
平
成
22
年
１
月
北
島
町

長
就
任
（
現
在
４
期
目
）

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
29
年
８

月
21
日
～
令
和
元
年
８
月
20
日
徳
島
県
町

村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
円
滑
な
情
報
伝
達
▽
鳴
門

市
と
の
共
同
浄
水
場
整
備
▽
公
共
下
水
道

事
業
の
管
渠
整
備
の
拡
充
▽
ポ
ン
プ
場
の

整
備
や
増
設
に
よ
る
内
水
対
策
▽
認
知
症

高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

開
始
▽
認
可
保
育
園
の
誘
致
整
備
に
よ
る

待
機
児
童
の
緩
和
▽
在
宅
児
童
の
幼
稚
園

２
年
保
育
実
施
▽
企
業
誘
致
促
進
▽
町

で
初
め
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
契
約
を

締
結

【
趣
味
】
ゴ
ル
フ

【
家
族
】
妻

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
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ウ
ガ
ン
ダ
と
繋
が
る
、

南
牧
村
の
喫
茶
店

東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ウ
ガ
ン
ダ
共

和
国(

以
下
、
ウ
ガ
ン
ダ)

は
、「
ア
フ
リ
カ

の
真
珠
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
国
だ
。
そ
ん
な
豊
か
な
自

然
に
育
ま
れ
て
、
ア
フ
リ
カ
で
も
有
数
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
量
を
誇
り
、
所
得
水
準
が

低
い
同
国
に
お
い
て
貴
重
な
輸
出
作
物
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
認
知

度
の
低
い
ウ
ガ
ン
ダ
産
コ
ー
ヒ
ー
だ
が
、

群
馬
県
甘
楽
郡
南
牧
村
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
の

コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
る
喫
茶
店
「
村
の
喫

茶
店
も
く
も
く
」
が
あ
る
。

南
牧
村
に
そ
よ
ぐ
ウ
ガ
ン
ダ
の
薫
り

こ
の
お
店
を
営
ん
で
い
る
の
は
、
鰐わ
に

渕ぶ
ち

元げ
ん

貴き

さ
ん
と
侑ゆ
う

生き

さ
ん
ご
夫
妻
。
夫
の
元

貴
さ
ん
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊(

以
下
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ)

と
し
て
２
０
１
５
年
か
ら
２
年

間
ウ
ガ
ン
ダ
で
活
動
し
た
経
験
を
持
ち
、

帰
国
後
の
２
０
１
９
年
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
（
以
下
、
協
力
隊
）
と
し
て
、
妻
の

侑
生
さ
ん
と
一
緒
に
南
牧
村
へ
移
住
し
て

き
た
。「
生
業
作
り
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
掲
げ
る
協
力
隊
の
活
動
の
中
で
、
村
の

施
設
を
活
用
し
た
喫
茶
店
営
業
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
、
縁
の
あ
る
ウ
ガ
ン
ダ
産

コ
ー
ヒ
ー
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
味
わ
い
で
飲
み
や
す
く
、
お
客
さ
ん

と
し
て
訪
れ
る
地
元
の
高
齢
の
方
た
ち
に

も
好
評
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
南
牧
村
の

特
産
品
で
あ
る
「
炭
」
で
自
家
焙
煎
し
て

作
っ
た
ウ
ガ
ン
ダ
の
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ

コ
ー
ヒ
ー
は
、
お
店
だ
け
で
な
く
南
牧
村

の
道
の
駅
で
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
村
を

訪
れ
た
人
の
お
土
産
と
し
て
も
重
宝
さ
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
お
店
で
は
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ｖ
時
代
の
繋
が
り
を
活
か
し
て
、
ウ
ガ

ン
ダ
の
女
性
た
ち
が
手
作
り
し
た
ク
ラ
フ

ト
製
品
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
売

り
上
げ
は
現
金
収
入
の
少
な
い
ウ
ガ
ン
ダ

農
村
部
の
女
性
た
ち
の
貴
重
な
収
入
源
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

南
牧
村
へ

鰐
渕
さ
ん
が
南
牧
村
へ
や
っ
て
来
た
の

に
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
経
験
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。「
こ
ど
も
が
す
ご

く
多
い
ウ
ガ
ン
ダ
の
村
で
二
年
間
生
活
を

し
た
こ
と
で
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
が
す

ご
く
リ
ア
ル
な
社
会
問
題
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
に
、

高
齢
化
率
日
本
一
の
自
治
体
で
あ
る
南
牧

村
の
協
力
隊
の
募
集
を
見
つ
け
て
、
こ
こ

な
ら
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
追
求

し
な
が
ら
、
同
時
に
地
域
社
会
に
対
し
て

も
良
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
面
接
の
際
に
、

初
め
て
実
際
に
南
牧
村
を
訪
れ
た
の
で
す

が
、
す
ご
く
元
気
で
心
の
温
か
い
お
年
寄

り
の
方
が
多
い
と
こ
ろ
だ
な
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
村
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
若
者
を
応
援

し
て
く
れ
る
気
風
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
こ
の
村
で
挑
戦
し
て
み
よ

う
と
妻
と
二
人
で
移
住
を
決
断
し
ま
し

た
。」
と
、
当
時
の
心
境
を
振
り
返
っ
て
く

れ
た
。

地
域
と
と
も
に
成
長
す
る
協
力
隊

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
南
牧

村
で
は
、
鰐
渕
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
世
代

の
移
住
者
を
歓
迎
し
て
い
る
。
長
年
、
南

牧
村
で
協
力
隊
の
受
け
入
れ
に
関
わ
っ
て

き
た
長は

谷せ

川が
わ

最さ
い

定じ
ょ
う村
長
は
、
協
力
隊
の
役

割
を
、
単
な
る
村
の
従
業
員
で
は
な
く
、

地
域
と
と
も
に
成
長
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

捉
え
て
い
る
。「
大
切
な
の
は
、
自
分
で
考

え
て
行
動
す
る
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
、
村

【JOCV経験者】鰐渕元貴（写真左）
隊次 : 2015 年度１次隊（2015 年６月〜 2017 年６月）
職種 : 食用作物・稲作栽培
配属先 : 国立半乾燥資源研究所
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と
と
も
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
。」
こ
う

し
た
思
い
で
、
鰐
渕
さ
ん
を
は
じ
め
外
部

か
ら
の
移
住
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

協
力
隊
卒
業
後
に
も
村
で
生
活
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
手
厚

い
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
鰐
渕

さ
ん
は
２
０
２
２
年
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
卒
業
し
た
後
も
、
独
立
し
て
「
村
の

喫
茶
店
も
く
も
く
」
の
運
営
を
続
け
て
い
る
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
経
験
を

南
牧
村
で
活
か
す

「
村
の
喫
茶
店
も
く
も
く
」
は
、
毎
週
土

曜
日
か
ら
月
曜
日
は
通
常
の
喫
茶
店
と
し

て
営
業
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
日
は
、
地

域
の
集
ま
り
や
趣
味
の
教
室
な
ど
、
予
約

制
で
幅
広
い
用
途
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
に
運
営
を
開

始
し
た
当
初
は
、
月
に
数
組
が
利
用
す
る

程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
な
ど
数
多
く

の
集
ま
り
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
予
約
の

入
っ
て
い
な
い
日
が
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う

だ
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
カ
ラ
オ
ケ
大

会
や
映
画
上
映
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
定

期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
村
内
外
か
ら

様
々
な
世
代
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
交
流

す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
鰐
渕
さ
ん
夫
妻
が
村
で
生
活
を
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
地
域
に
輪
を
広
げ
る
な

か
で
、
一
つ
ず
つ
積
み
重
な
っ
て
今
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
地
域
に
輪
を

広
げ
る
力
」
こ
そ
、
鰐
渕
さ
ん
が
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｖ
と
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
で
学
ん
だ
最
も
大
切

な
ス
キ
ル
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
う
。「
ウ

ガ
ン
ダ
で
私
が
暮
ら
し
て
い
た
の
は
、
首

都
か
ら
10
時
間
以
上
離
れ
た
田
舎
の
村

だ
っ
た
の
で
す
が
、
外
国
人
は
私
一
人
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
生
活
や
活
動
を
進
め
て
い

く
の
に
、
地
域
の
人
た
ち
と
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
し
た
。
幸
い

私
も
周
り
の
ウ
ガ
ン
ダ
人
も
英
語
が
話
せ

た
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
自
体
は
難
し
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ど
う
や
っ
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
苦
労
し
ま
し
た
。
今
考

え
る
と
、
そ
こ
で
試
行
錯
誤
を
し
て
、
た

く
さ
ん
の
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち
と
関
わ
っ

た
経
験
が
、
南
牧
村
で
の
今
の
仕
事
や
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
関
係
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」

南
牧
村
で
の
今
後
の
挑
戦

鰐
渕
さ
ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
国
際
協

力
と
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
大
学
は
農
学

部
で
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、ウ
ガ
ン
ダ
で

は
地
域
に
適
し
た
稲
作
の
研
究
や
、
近
隣

地
域
の
農
家
へ
稲
作
の
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
た
。
現
在
も
南
牧
村
で
、
お
店
の
営

業
の
傍
ら
、
近
く
に
借
り
た
畑
で
大
麦
や

落
花
生
な
ど
数
種
類
の
作
物
を
栽
培
し
て

お
り
、
そ
の
内
の
い
く
つ
か
は
妻
の
侑
生

さ
ん
が
加
工
を
し
て
商
品
化
し
、
店
頭
や

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
南
牧
村
の
学
校
と
協
働
し
た
英
語

教
育
や
国
際
交
流
の
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
２
０
２
５
年
３
月
に
は
、
ウ
ガ

ン
ダ
の
小
学
校
と
南
牧
村
の
義
務
教
育
学

校
「
な
ん
も
く
学
園
」
を
繋
い
だ
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
授
業
も
実
施
し
た
。
こ
の
よ
う

に
鰐
渕
さ
ん
の
活
動
は
、
喫
茶
店
の
営
業

か
ら
畑
で
の
作
物
栽
培
、
教
育
活
動
に
至

る
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
取
組
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
目
標
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ

で
の
経
験
と
繋
が
り
を
、
南
牧
村
の
地
域

の
活
力
へ
と
変
え
て
い
く
鰐
渕
さ
ん
の
挑

戦
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続
く
。

JOCV 経験者へのエール
南牧村村長　長谷川最定さん
やりたいことにチャレンジしたいという人にとって、お金は
全てではないのかもしれません。でも、自立して生きていく
ために、稼ぎは必要です。金儲けしようと思って来たわけで
はないと言いますが、もっと金銭的に貪欲になっていいと思
いますよ。一生懸命働くと、自由がなくなると考えているの
かな（笑）。そんな心配をしなくて済むよう、村としても全面
的にバックアップします。新たに挑戦したいことがあるなら、
思い切って挑んでほしいです。

カラオケ大会の様子。お店ではこの他にも様々なイベ
ントが実施されている。

お店で販売しているクラフト製品は、全てウガンダの
女性たちの手作り。
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私
の
生
ま
れ
育
っ
た
大
崎
上
島
は
、
瀬

戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、

広
島
県
の
自
治
体
の
中
で
唯
一
、
架
橋
で

本
土
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
離
島
の
町
と

し
て
近
年
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

実
際
、
15
年
ほ
ど
前
に
広
島
市
内
の
金

融
機
関
で
住
所
を
銀
行
員
が
確
認
す
る

際
、「
大
崎
上
島
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
で

す
か
」
と
聞
か
れ
て
い
た
の
が
、
10
年
ほ

ど
前
に
は
「
大
崎
上
島
っ
て
、
と
き
ど
き

テ
レ
ビ
に
登
場
し
て
い
ま
す
よ
ね
」
に
変

わ
り
、
一
昨
年
あ
た
り
か
ら
は
「
よ
く
テ

レ
ビ
で
見
か
け
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
こ
こ
一
年
で
、「
き
の
え
温
泉
ホ

テ
ル
清
風
館
が
人
気
投
票
で
『
温
泉
総
選

挙
絶
景
部
門
日
本
一
』
に
選
ば
れ
た
の
は

す
ご
い
で
す
ね
」
と
か
、「
公
立
（
県
立
）

の
中
高
一
貫
校
・
広
島
叡
智
学
園
の
卒
業

一
期
生
の
進
路
が
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
10
位

以
内
の
超
難
関
海
外
大
学
へ
の
進
学
が
目

白
押
し
で
す
ご
い
で
す
ね
」
と
称
賛
の
声

を
多
く
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
テ
レ
ビ

局
か
ら
の
取
材
も
引
く
手
あ
ま
た
で
す
。

こ
れ
っ
て
何
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
急
に

何
か
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
だ
れ
か
仕
掛
け
人
が
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
島
は「
観
光
ず
れ
し
て
い
な
い
島
」

と
言
わ
れ
、
古
く
か
ら
海
に
囲
ま
れ
た
環

境
を
生
か
し
た
造
船
や
海
運
業
、
そ
し
て

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
柑
橘
の
島
と
し

て
、
モ
ノ
づ
く
り
を
ベ
ー
ス
と
し
た
地
道

で
息
の
長
い
取
組
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
広
島
県
内
で
唯
一
橋

が
架
か
っ
て
い
な
い
純
粋
な
離
島
の
町
で

あ
る
こ
と
が
、
海
に
根
差
し
た
産
業
文
化

を
育
て
あ
げ
、
他
に
な
い
風
土
と
伝
統
を

紡
い
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
の
中
で
も
そ
の
伝
統
を
一
番
引
き
継

ぐ
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
現
在
は
「
海
と

島
の
歴
史
資
料
館
」
と
な
っ
て
い
る
北
前

船
の
廻
船
問
屋
の
旧
宅
「
大
望
月
邸
」
で

の
宴
席
の
一
コ
マ
。
今
か
ら
約
１
３
０
年

前
、
明
治
時
代
の
中
頃
の
こ
と
で
す
。
新

政
府
に
よ
る
文
明
開
化
政
策
の
一
環
で
、

そ
れ
ま
で
誰
で
も
経
験
を
積
め
ば
乗
り
込

め
て
い
た
船
員
に
免
状
を
義
務
付
け
た
こ

と
に
誘
引
し
ま
す
。
そ
の
資
格
を
取
る
た

め
に
、
何
と
か
廻
船
問
屋
関
係
者
で
力
を

あ
わ
せ
て
船
員
学
校
を
作
ろ
う
と
い
う
話

が
頓
挫
し
か
け
た
際
、
お
し
た
屋
（
大
望

月
家
）
の
大
女
将
の
機
転
が
こ
の
島
を

救
っ
た
と
い
う
伝
説
。
女
将
の
こ
と
ば
で

「
せ
っ
か
く
近
隣
の
皆
の
衆
が
出
そ
ろ
っ

た
の
に
、
モ
テ
ナ
シ
も
な
く
帰
し
て
し

ま
っ
て
は
お
し
た
屋
（
大
望
月
家
）
の
名

折
れ
。
皆
さ
ま
に
ご
馳
走
を
ふ
る
ま
わ
せ

て
お
く
れ
」
と
頼
み
込
ん
だ
そ
う
な
。
そ

れ
が
縁
起
と
な
っ
て
反
対
意
見
も
消
え
、

皆
の
総
意
で
海
員
学
校
が
設
立
さ
れ
、
現

在
の
国
立
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
へ
と

引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
大
崎
上
島
の
矜
持
と
し
て
、
私
が

ま
だ
小
学
校
低
学
年
の
頃
の
出
来
事
も
含

め
て
今
で
も
大
切
に
心
の
支
え
と
し
て
い

る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
元

尋
常
小
学
校
校
長
で
あ
っ
た
祖
父
と
、
広

島
商
船
高
等
専
門
学
校
教
官
の
父
の
知
人

か
ら
授
か
っ
た
何
気
な
い
一
言
で
す
。

祖
父
は
、
木
造
船
の
釣
り
船
を
櫓
一
本

で
操
り
、「
流
し
釣
り
」
と
し
て
二
次
離

島
の
生
野
島
の
太
古
の
昔
か
ら
何
一
つ
変

わ
ら
な
い
自
然
海
浜
の
湾
内
を
櫓
一
本
で

漕
ぎ
つ
つ
、
祖
父
お
手
製
の
小
さ
な
釣
り

竿
と
鉛
の
重
り
と
、
自
ら
取
っ
て
き
た
エ

ビ
の
餌
を
付
け
て
次
々
と
チ
ヌ
（
黒
鯛
）

を
釣
り
上
げ
た
時
、「
昔
、
こ
の
地
域
に

爺
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
自
分
で
作
っ
た
道

具
で
集
落
家
族
み
ん
な
の
食
べ
物
を
取
っ

て
お
っ
た
縄
文
人
が
住
ん
で
お
っ
た
ん

ぞ
」と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
。そ
し
て
、「
大

崎
上
島
東
野
村
史
」
と
し
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
村
教
育
委
員
会
の
谷
川
潔
（
祖
父
）

と
生
野
島
分
校
の
福
本
清
の
二
人
の
“
キ

ヨ
シ
”
に
よ
る
石
器
・
土
器
調
査
の
一
端

を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

ま
た
父
は
、
旧
制
中
学
時
代
の
あ
だ
名

は「
ゼ
ゴ
」。
イ
ル
カ
の
仲
間「
ス
ナ
メ
リ
」

を
芸
南（
安
芸
国
の
南
部
）地
域
で
は「
ゼ

ゴ
ン
ド
ウ
（
略
し
て
ゼ
ゴ
）」
と
称
し
て

お
り
、
ス
ナ
メ
リ
の
よ
う
に
海
の
中
を
潜

り
ま
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

若
く
し
て
地
元
商
船
学
校
の
教
官
と

な
っ
て
か
ら
も
練
習
船
の
係
留
し
て
い
る

桟
橋
で
、
生
徒
と
潜
り
比
べ
を
し
て
水
深

10
メ
ー
ト
ル
の
底
砂
を
手
づ
か
み
し
て
浮

か
ん
で
く
る
な
ど
、
生
徒
と
同
じ
目
線
の

遊
び
心
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
父
が
商
船
高
等
専
門
学
校
退
官

後
、
ス
ナ
メ
リ
保
護
活
動
団
体
「
芸
南
ス

ナ
メ
リ
の
会
」
を
町
役
場
内
に
設
け
、
地

元
小
中
学
生
を
対
象
に
、
ス
ナ
メ
リ
観
察

会
を
行
っ
て
い
た
矢
先
、
早
世
し
て
し
ま

い
、
そ
の
活
動
が
休
眠
状
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

温
故
知
新
と
幼
き
記
憶

谷た
に

川か
わ

　
正ま

さ

芳よ
し

広
島
県
大お

お

崎さ
き

上か
み

島じ
ま

町
長
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し
か
し
、
父
の
大
親
友
で
あ
る
人
か
ら

「
そ
の
遺
志
を
継
ぐ
の
は
息
子
の
あ
ん
た

し
か
お
ら
ん
」
と
説
得
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人
Ｚ

ｅ
ｇ
ｏ
ｎ
（
ゼ
ゴ
）
を
設
立
。
大
崎
上
島

学
で
小
学
校
４
年
生
へ
の
環
境
教
育
を
続

け
て
い
る
こ
と
で
、
わ
が
母
校
の
町
立
東

野
小
学
校
が
環
境
教
育
で
表
彰
さ
れ
る
名

誉
に
浴
す
る
こ
と
に
な
る
ま
で
定
着
し
て

き
て
い
ま
す
。

大
崎
上
島
で
生
ま
れ
、
育
っ
て
、
55
歳

に
し
て
大
崎
上
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
こ
と

は
、
母
親
の
介
護
と
い
う
き
っ
か
け
が

あ
っ
た
に
し
て
も
、
祖
父
・
潔
（
き
よ
し
）

と
父
・
正
（
た
だ
し
）
の
何
気
な
い
矜
持

を
息
子
と
し
て
引
き
継
い
で
、
い
つ
か
は

わ
が
故
郷
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
、
ご
く

自
然
な
思
い
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
４
月
で
町
長
に
選
ば
れ
て
２
年
が

経
過
し
、
10
年
先
の
町
政
羅
針
盤
で
あ
る

「
大
崎
上
島
町
第
３
次
長
期
総
合
計
画
」

を
１
年
半
か
け
て
町
民
と
と
も
に
ま
と
め

上
げ
て
き
た
ば
か
り
で
す
。

そ
の
タ
イ
ト
ル
は

「
大
崎
上
島
町
第
３
次
長
期
総
合
計
画
」

海
景
色
の
映
え
る
ま
ち
～
瀬
戸
内
海
か
ら
幸

せ
つ
な
ぐ
「
豊
か
な
自
然
と
学
び
の
島
」
～

を
標
榜
し
、
町
行
政
と
町
民
が
手
と
手
を

携
え
て
地
域
創
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
す
る
強
い
意
思
表
示
を
し
た
も
の
で

す
。策

定
に
あ
た
っ
て
、
最
も
重
要
な
施
策

課
題
は
、
全
国
津
々
浦
々
共
通
の
「
人
口

減
少
問
題
」
で
あ
り
ま
す
。

分
析
を
重
ね
現
在
人
口
６
、
７
０
０
人

が
20
年
後
に
は
最
低
４
、
５
０
０
人
を
維

持
す
る
目
標
を
立
て
、
持
続
可
能
な
基
礎

自
治
体
の
条
件
を
明
確
に
打
ち
出
し
ま
し

た
。そ

の
原
点
は
今
現
在
の
人
口
構
成
の
分

析
で
、
外
部
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
と
全

く
同
じ
規
模
で
、
地
元
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー

ン
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
具
体
的
な
施
策
と
し
ま
し

て
も
、
一
つ
は
、
私
の
祖
父
か
ら
受
け
継

い
だ
、
大
崎
上
島
の
矜
持
を
も
と
に
、
旧

３
町
に
分
か
れ
て
い
た
旧
町
史
を
ひ
と
ま

と
め
に
再
編
し
て
、
縄
文
時
代
か
ら
の
大

崎
上
島
町
を
「
温
故
知
新
」
の
精
神
の
も

と
歴
史
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
痛
切
に

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
私
の
父
の
思
い
を
引
き

継
ぎ
、
脱
炭
素
に
よ
る
循
環
型
社
会
モ
デ

ル
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ス
ナ
メ
リ
を

象
徴
と
し
た
「
海
を
守
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
先
進
地

と
し
て
の
施
策
展
開
を
考
え
て
い
き
た
い

と
、
関
係
企
業
等
に
働
き
か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
今
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
紛
争
に
よ
る

殺
戮
が
「
正
義
」
と
い
う
一
方
的
な
原
理

主
義
に
よ
っ
て
、
人
間
本
来
と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
き
た
基
本
的
人
権
思
想
が
踏
み

に
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
本
来
の
原
点
を
取
り
戻
す
た
め
、

今
注
目
を
浴
び
て
い
る
古
代
ゲ
ノ
ム
解
析

に
よ
り
紐
解
く
試
み
が
世
界
中
で
進
ん
で

い
ま
す
。

遺
伝
子
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
突
き
詰
め

て
い
く
と
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
と
し
て
今

生
き
延
び
て
き
た
人
類
は
、
全
く
同
じ
遺

伝
子
ゲ
ノ
ム
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
の
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
太
陽
光

（
紫
外
線
）
か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
、
熱

帯
地
域
と
寒
冷
地
域
で
は
、
肌
の
色
が
白

黒
等
で
違
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
宗
教
的

に
戦
争
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
人
種
で
差

別
す
る
理
由
は
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
そ
う

で
す
。
単
に
自
分
た
ち
と
い
う
一
定
の
枠

組
み
を
作
る
こ
と
で
自
分
た
ち
に
都
合
の

良
い
原
理
が
横
行
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
結
論
が
出
て
い
る
の
で
す
。

私
が
学
生
の
頃
、「
人
類
、
皆
兄
弟
！
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
一
世
を
風
靡
し
て
い

ま
し
た
。

日
本
列
島
に
４
万
年
前
に
南
ア
フ
リ
カ

か
ら
人
口
増
の
意
味
で
移
動
し
て
き
た
ホ

モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
先
頭
集
団
。
つ
ま
り
、

移
住
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
そ
の
人
た
ち

は
、
氷
河
期
が
終
了
し
た
こ
と
で
日
本
列

島
か
ら
移
動
す
る
必
要
も
な
く
、
豊
か
な

縄
文
文
化
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
て
の

民
が
平
等
で
殺
し
合
い
も
な
く
、
み
ん
な

が
「
一
笑
懸
命
」
笑
顔
で
助
け
合
っ
て
数

万
年
生
き
て
い
る
文
化
風
土
を
守
っ
て
き

た
と
い
う
事
実
を
、
も
う
一
度
振
り
返
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
、
人
間
の
力
の
及

ば
な
い
な
に
が
し
か
の
存
在
、
東
洋
と
か
西

洋
と
か
の
区
分
を
超
え
た
「S

om
ething 

G
reat　

（
サ
ム
シ
ン
グ　

グ
レ
イ
ト
）」

と
い
う
人
類
共
通
の
言
葉
で
く
く
る
こ
と

の
で
き
る
概
念
。
縄
文
人
た
ち
こ
そ
が
、

す
べ
て
の
渡
来
人
を
受
け
入
れ
て
、
共
通

の
子
孫
を
生
み
育
て
て
き
た
日
本
人
の

ル
ー
ツ
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
人
口
減
少
に
よ
る
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
呼
ば
れ
、
そ
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て

し
ま
う
島
し
ょ
部
や
山
間
部
の
地
域
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
か
つ
て
日
本
人
の
先
祖
が
生

き
生
き
幸
せ
に
自
給
自
足
と
い
う
循
環
型

社
会
の
実
践
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
再

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

産
業
革
命
と
い
う
数
百
年
続
い
て
き
た

発
展
・
消
費
型
の
経
済
か
ら
、
ま
さ
に
循

環
型
社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
先
取
り

し
、
今
後
数
百
年
ど
こ
ろ
か
、
数
万
年
先

を
見
据
え
た
地
球
規
模
の
新
し
い
経
済
理

念
、
つ
ま
り
「
経
世
済
民
」
と
い
う
経
済

本
来
の
原
点
に
回
帰
す
る
理
念
を
示
し
て

い
け
れ
ば
と
夢
想
し
て
お
り
ま
す
。

思
い
と
し
ま
し
て
は
「
温
故
知
新
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
胸
に
、
世
に
問
い
か

け
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
9
月
22
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
３
３
４
号
は
９
月
29
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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